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■  技術概要

：通信装置、通信方法、及びプログラム

通信装置

空空空空きききき周波数帯域周波数帯域周波数帯域周波数帯域をををを用用用用いていていていて通信通信通信通信をををを行行行行なうなうなうなう通信装置通信装置通信装置通信装置

本発明は、通信を開始する際にその通信で使用可能な周波数帯域が存在できる通
信装置を提供する。

空き周波数帯域を用いて通信を行なう場合、通信を開始しようとした場合に十分な
空き周波数帯域が存在しないこともあり、適切な通信を行なうことができないケース
もあるが、本発明によれば、実体通信データの通信前においても予約通信データを
送信することによって実体通信データの通信で使用される周波数帯域を確保して
おくことができる。

本発明は、空き周波数帯域を用いて通信を行なう通信装置であって、通信データを
複数の周波数帯域を用いてスペクトラム分割シングルキャリア変調方式により送信
し、通信に用いられていない周波数帯域である複数の空き周波数帯域を取得し、他
の装置との間で通信するデータである実体通信データが通信されない場合に通信
帯域を予約するための予約通信データを複数の空き周波数帯域を用いて送信さ
せ、実体通信データが通信される場合に予約通信データの送信を終了させ、実体
通信データが予約通信データによって予約されていた周波数帯域を用いて通信され
る。


